
（10月 3日　鰍沢小学校大運動会
「組立体操2018」）

仲
間
と
と
も
に
　
最
高
の
演
技
を
！
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平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
が
85
億
2
，5
0
4
万
6
千
円
、歳
出
が

81
億
4
，9
3
0
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、増
穂
中
学
校
建
具
改
修
工

事
に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
7
・
3
％
の
増

と
な
り
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
型
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
13
の
特
別
会
計
は
総
額
で
歳
入
55
億
1
，4
7
9
万
3
千

円
、
歳
出
51
億
7
，6
2
6
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入総額
85億2,504万
6千円

国庫支出金
7億1,625万1千円
（8.4％）

町税
16億2,358万円
（19.0％）

分担金負担金
9,293万6千円
（1.1％）

繰越金
4億4,779万9千円
（5.3％）

繰入金
6,105万9千円
（0.7％）

諸収入
6億6,194万2千円
（7.8％）

地方交付税
31億3,850万円（36.8％）

町債
7億9,165万円
（9.3％）

国庫支出金
7億1,625万1千円
（8.4％）

県支出金
3億9,907万2千円
（4.7％）

地方譲与税ほか
3億8,500万円（4.5％）

依
存
財
源

自
主
財
源

歳 入 ［町税内訳］
町民税 7億8,727万6千円
固定資産税 5億9,587万5千円
軽自動車税 5,560万6千円
都市計画税 8,392万7千円
町たばこ税 9,991万1千円
入湯税 98万5千円

使用料手数料ほか
2億725万7千円
（2.4％）

国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 21億 2,508 万 5千円

歳出 19億 7,359 万 6千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 8,410 万円

歳出 3億 6,649 万 3千円

介 護 保 険
会 計

歳入 18億 7,625 万 4千円

歳出 17億 9,621 万 6千円

介護サービ
ス事業会計

歳入 1億 95万 2千円

歳出 9,253 万 9千円

奨学金会計
歳入 238 万 9千円

歳出 0円

簡 易 水 道
事 業 会 計

歳入 1億 5,719 万 9千円

歳出 1億 4,007 万 7千円

下水道事業
会 計

歳入 8億 4,513 万 1千円

歳出 7億 8,644 万 6千円

営農飲雑用
水事業会計

歳入 336 万 8千円

歳出 210 万 9千円

箱原農業集落
排水事業会計

歳入 1,692 万 9千円

歳出 1,595 万 9千円

鹿島財産区
会 計

歳入 8万 8千円

歳出 1千円

カラマツオ
財産区会計

歳入 55万 7千円

歳出 39万 7千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 184 万 5千円

歳出 156 万 1千円

充指導主事
会 計

歳入 89万 6千円

歳出 87万 3千円

水道事業会計
◆収益的
　収入

2億 6,744 万 3千円
　支出

2億 5,651 万 8千円
◆資本的
　収入

4,100 万 9千円
　支出

1億 983 万 3千円
※�収入支出差引不足分は、過
年度分損益勘定保留資金な
どで補てんしています。

平成 29年度　特別会計・企業会計決算

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあたります。
　平成29年度に皆さんに納めていただいた税金や、国・県などから町に入ったお金がいく
らで、どのように使われたかをお知らせします。
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平成29年度

決算報告
平成 29 年度

決算報告

　
景
気
の
回
復
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
税

収
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
自
主
財
源
が

増
加
し
ま
し
た
が
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
や
各
種
交
付
金
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
の
予
算
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
よ
り
一
層
の
経
費
節
減
、
効
率
的

な
事
業
執
行
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
町

税
16
億
2
，3
5
8
万
円
（
19
・
0
％
）、

地
方
交
付
税
31
億
3
，8
5
0
万
円

（
36
・
8
％
）、
国
庫
支
出
金
7
億
1
，

6
2
5
万
1
千
円
（
8
・
4
％
）、
町
債

7
億
9
，1
6
5
万
円
（
9
・
3
％
）、

県
支
出
金
3
億
9
，9
0
7
万
2
千
円

（
4
・
7
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す
る

と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

（
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
）
で
あ
る
自
主

財
源
が
約
36
％
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の

財
源
で
あ
る
依
存
財
源
が
約
64
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
区
域
の

道
路
お
よ
び
下
水
道
整
備
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
民

生
費
21
億
3
，1
0
0
万
3
千
円
（
26
・

2
％
）、
衛
生
費
13
億
8
，7
5
3
万
2

千
円
（
17
・
0
％
）、
土
木
費
10
億
5
，

3
5
2
万
6
千
円
（
12
・
9
％
）、
公
債

費
9
億
7
，2
0
6
万
4
千
円
（
11
・

9
％
）、
総
務
費
9
億
6
，6
5
8
万
6

千
円
（
11
・
9
％
）、
教
育
費
7
億
7
，

7
3
8
万
2
千
円
（
9
・
3
％
）
で
す
。

歳出総額
81億4930万
8千円

歳 出

民生費
21億3,100万3千円
（26.2％）

公債費
9億7,206万4千円
（11.9％）

土木費
10億5,352万6千円
（12.9％）

教育費
7億7,738万2千円
（9.6％）

総務費
9億6,658万6千円
（11.9％）

衛生費
13億8,753万2千円
（17.0％）

消防費
3億3,558万5千円
（4.1％）

災害復旧費　947万8千円（0.1％）
労 働 費　800万円（0.1％）

商工費　1億309万円（1.3％）
諸支出金　8,922万9千円（1.1％）
議会費　7,702万6千円（0.9％）

農林水産業費
2億3,880万7千円
（2.9％）

町のために使ったお金
町民１人当たりにして
見てみましょう！

平成30年4月1日現在の富士川町の人口
15,392人で計算しました。
町民 1人当たりの

歳入　55万 3,862 円
歳出　52万 9,451 円

〈主なもの〉

民生費
13万8,449円

土木費
6万8,446円

総務費
6万2,798円

教育費
5万506円

衛生費
9万146円

消防費� 2万 1,803円
農林水産業費� 1万 5,515円
商工費� 6,698円
諸支出金� 5,797円

公債費　6万3,154円

社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

道路、河川、都市
計画などの費用

町が通常必要とする
全般的な経費

学校教育や社会教育・
体育などの費用

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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町の財政健全化判断比率などを公表します
　自治体の財政破たんを未然に防ぎ、悪化した団体に対して早期に健全化を促すため、健全化判断比率の4つの指
標と資金不足比率が国の早期健全化基準以上となった場合、改善が必要な状態とみなされ、財政健全化計画を策定
することが義務付けられています。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、富士川町の平成29年度における「健全
化判断比率」「資金不足比率」を公表します。
　富士川町は、すべての指標で国の基準を下回りましたが、今後も財政健全化に努めてまいります。

◆富士川町の健全化判断比率、資金不足比率
平成 29年度
決　　算

平成 28年度
決　　算

早期健全化基準
（経営健全化基準）

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ― ― 15.00％

②連結実質赤字比率 ― ― 20.00％

③実質公債費比率 10.6％ 9.9％ 25.00％

④将来負担比率 43.3％ 50.1％ 350.00％

⑤資金不足比率 ― ― 20.00％

◆自治体行政のイメージと財政指標の対象範囲

地
方
公
共
団
体

一般会計等
福祉、教育、まちづく
りなどの行政サービス

①
実
質
赤
字

比
率

特別会計
国民健康保険事業、介
護保険事業など

公営企業
水道事業、病院事業
など

⑤
資
金
不
足

比
率

※
公
営
企
業

会
計
ご
と
に

算
定

一部事務組合など

地方公社など

用
語
の
解
説

　
実
質
赤
字
比
率
：
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で

す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
：

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
・

黒
字
を
合
算
し
、
市
町
村

全
体
と
し
て
の
赤
字
に
程

度
を
示
す
比
率
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
：
借

入
金
の
返
済
分
な
ど
の
大

き
さ
を
指
標
化
し
、
財
政

負
担
を
見
る
た
め
の
比
率

で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
：
市
町

村
の
借
入
金
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
債
分
を
指
標
化
し
、

将
来
の
負
担
を
示
す
も
の

で
す
。

　
資
金
不
足
比
率
：
公
営

企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ

る
料
金
収
入
の
規
模
と
し

て
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
を
把
握
す
る
も

の
で
す
。

●お問い合わせ　財務課　財政担当　☎22−7201

※「―」は、①②において赤字
額がないことを示しています。
⑤においては、対象となる全て
の会計で資金不足がないことを
示しています。
⑤対象会計：水道事業会計、簡
易水道事業特別会計、営農飲雑
用水事業特別会計、下水道事業
特別会計、箱原農業集落排水事
業特別会計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率
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町の土地をお売りします
　町では、分譲地として整備した宅地の売却を行っています。このたび、売却額予定価格の値下げをして、新たに
購入希望者の募集を入札により行うこととしました。
　町には、定住奨励金や18歳までのお子さんの医療費を無料にする医療費助成の制度などがあり、定住・移住先を
お探しの方にもおすすめです。法人の購入も可能です。
　少しでも関心を持たれた方、購入（入札）をご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。

①　長澤字新西2267－7（南側）
面積：233.70㎡（70.69 坪）
地目：宅地
用途地域：第一種中高層
建ぺい率：60％　容積率：150％

③　鳥屋字宮沢455－1
面積：469.72㎡（142.09 坪）
地目：宅地
用途地域：指定なし
建ぺい率：指定なし

②　長澤字新西2267－8（北側）
面積：237.22㎡（71.76 坪）
地目：宅地
用途地域：第一種中高層
建ぺい率：60％　容積率：150％

971万円

603万円

978万円

富士川町に住むとこんなにお得！！

～定住奨励金～
固定資産税相当額を5年間支給します！
◆対象者
　�　富士川町内に住宅用地を取得し、2年以内に住
宅を建築し、定住を開始した方
◆支給額
　�　取得した土地と住宅の固定資産税と都市計画税
相当額
◆支給期間
　�　最初に固定資産税と都市計画税が課税されてか
ら 5年間

入札により購入者を決定します！
　・受付（入札）期間
　　　11月 1日（木）～ 30日（金）
　・開札日
　　　12月 14日（金）

●お問い合わせ　管財課　財産管理担当　☎22−7206

浄
化
セ
ン
タ
ー

青
柳
長
沢
線

廃
軌
道

旧
R
5
2

善
住
寺

ボロ電

利根川

長澤

①
②

永立寺

③
五開簡易
郵便局

かじかの湯

県道十谷鬼島
線

鳥屋

679 万円 684 万円

482 万円
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町
で
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
「
督

促
状
」
を
発
送
し
ま
す
。「
督
促
状
」

の
発
送
か
ら
10
日
を
過
ぎ
る
と
、
財

産
の
差
押
え
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。（
法
律
で
は
事
前
の
差
押
予

告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。）

　
ま
た
、差
押
え
前
に
は「
勤
務
先
」

や
「
取
引
先
」
に
対
し
、
調
査
に
入

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
預
金
の
差
押
え

　
預
金（
普
通
預
金
、定
期
預
金
等
）

を
差
押
え
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
取

立
て
ま
す
。

○
生
命
保
険
契
約
の
差
押
え

　
保
険
契
約
な
ど
に
お
い
て
有
す
る

請
求
権
を
差
押
え
ま
す
。

○
給
与
の
差
押
え

　
勤
務
先
へ
通
知
し
、
支
払
わ
れ
る

べ
き
給
与
の
一
部
を
差
押
え
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、自
動
車
の
差
押
え（
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）、
不
動
産
（
土
地・建

物
）
の
差
押
え
、
家
財
道
具
な
ど
の

差
押
え（
捜
索
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
8
月
28
日
、
町
で
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
市
川
三
郷
町
、
早
川
町
、
身

延
町
、
南
部
町
と
の
間
で
相
互
に
職

員
を
派
遣
し
あ
う
捜
索
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
人
員
不
足
が

解
消
さ
れ
、
滞
納
者
の
自
宅
な
ど
の

捜
索
が
よ
り
実
施
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
税
の
公

平
性
と
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
11

月
・
12
月
を
「
税
の
滞
納
整
理
強
化

月
間
」
と
し
て
設
定
し
、
県
税
と
市

町
村
税
の
滞
納
者
に
対
し
て
、
県
総

合
県
税
事
務
所
と
市
町
村
に
よ
る
合

同
捜
索
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
重

点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
自
動
車
、

動
産
な
ど
）
は
、
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て

売
却
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
通
知
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
」

「
う
っ
か
り
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
」
場
合
で
も
、
放
っ
て
お
く
と
滞

納
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
税
金
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
再

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
や
病
気
な
ど
、
事
情

が
あ
る
方
は
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
税
務
課
に
連
絡

の
う
え
、
収
入
や
支
出
、
生
活
の
状

況
が
わ
か
る
資
料
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

　
固
定
資
産
の
評
価
（
土
地・家
屋
）

に
伴
う
現
地
調
査
で
は
、
対
象
と
な

る
土
地
・
家
屋
を
特
定
し
、
敷
地
周

辺
か
ら
確
認
し
ま
す
が
、
外
観
か
ら

確
認
で
き
な
い
物
件
は
、
所
有
者
の

許
可
を
得
て
敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
に
は
、
職
員
が

徴
税
吏
員
証
を
提
示
し
て
許
可
を
求

め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
お
い
て
、
町
内
に
土
地
や
家
屋

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
現
況

の
確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
正
確

な
課
税
の
た
め
に
も
、
土
地
の
利
用

状
況
を
変
更
し
た
り
、
建
物
の
増
築

や
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
は
、
税
務

課
資
産
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必

ず
そ
の
年
の
年
末
ま
で
に
、
税
務
課

窓
口
で
『
家
屋
滅
失
届
出
書
』
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

11月・12月は、「税の滞納整理強化月間」です
税金の納め忘れはありませんか？

納付・連絡がない場合は、『滞納処分』を執行します
　税金は、毎日の生活を支えるため、福祉や保険といった社会保障、ごみ処理、教育、道路整備などのさまざまな事
業を進めるうえで非常に重要な財源です。皆さんには、町税などを納期限内に納めていただいていますが、資力があ
るにもかかわらず納付に応じない人もいます。このような場合、町では税負担の公平性を確保するため、滞納処分を
行い、強制的に徴収することになります。

な
お
、
上
半
期
（
4
月
～
9
月
）

の
差
押
件
数
は
、
40
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
預
貯
金
36
件
、
保
険
・

共
済
2
件
、そ
の
他
2
件
。
ま
た
、

動
産
の
公
売
件
数
は
2
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
と
は

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

峡
南
5
町
で
捜
索
協
定
を
締
結

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
が

始
ま
り
ま
す

▲自宅を捜索する様子

固
定
資
産
評
価
に
伴
う

現
地
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
が

変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を
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特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
（
給
与

支
払
者
）
が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員

に
支
払
う
際
に
、
町
か
ら
通
知
さ
れ

た
個
人
住
民
税
額
を
国
の
所
得
税
と

同
様
に
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

◆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
、
特
別

徴
収
（
給
与
天
引
き
）
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
特
別
徴
収
を
し
て
い

る
従
業
員
が
異
動
（
退
職
、
転
勤
、

休
職
、
死
亡
な
ど
）
し
、
給
与
を
支

払
わ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
税
務
課

に
異
動
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
給
与
の
支
払
期
間
が
不
定
期
」

「
個
人
事
業
主
の
事
業
専
従
者
」
な

ど
、
理
由
に
よ
り
普
通
徴
収
（
従
業

員
が
自
分
で
納
付
）
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
住
民
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

個
人
住
民
税
の

『
特
別
徴
収
』の
完
全
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す

税を考える週間　講演会のお知らせ
日　時　11月13日（火）午後1時30分
会　場　町民会館
講　師　鰍沢税務署長　西川真実　氏
　　　　鰍沢税務署個人課税第一部門担当官
　　　　　　　　　　　仲澤義仁　氏

●お問い合わせ
　鰍沢青色申告会　☎22−8515

平成 30年分 年末調整等説明会
　町では、鰍沢税務署、鰍沢法人会の共同で給与事
務担当者を対象とした「平成30年分　年末調整等
説明会」を次のとおり開催します。

日　時　11月27日（火）午後1時30分
会　場　町民会館

※年末調整関係用紙は、午後 1時から配布します。
　�（用紙請求書をお持ちの方は、事前に記載のうえ、
ご来場ください）
※�源泉所得税・法定調書関係書類については鰍沢税
務署に、直接お問い合わせください。

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　源泉所得税担当
　　　　　　　　　　　☎22−3191（内線29）
　税務課　住民税担当　☎22−7205

消費税軽減税率制度説明会
　鰍沢税務署・鰍沢青色申告会・鰍沢間税会では、
事業者の方を対象とした消費税の軽減税率制度に関
する説明会を開催します。多くの事業者の方に関係
のある制度ですので、ぜひ説明会にお越しください。

日　時　11月27日（火）午前10時30分
会　場　町民会館

※�消費税の軽減税率制度は、平成 31年 10月 1日か
らの消費税率の10％への引上げと同時に実施され
ます。

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　法人課税部門
　☎22−3191（内線29）

※�税務署にご連絡いただく際は、税務署の電話番号におかけ
いただいた後、自動音声案内に従って「 2」を選択してく
ださい。

青色決算・消費税等説明会のご案内
日　時　12月4日（火）午後1時30分
会　場　町商工会館

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　個人課税第1部門　指導担当
　☎22−3191（内線21）

特別徴収事務の流れ

従

業

員

事
業
所
な
ど

町�

②
税
額
の
計
算

③特別徴収税額通知

①給与支払報告書の提出

※6月支給分から
　翌年の 5月支給分まで （毎月 10日まで）

（ 1月 31日まで）

④給与から天引き

③特別徴収税額通知

（5月 31日まで）

⑤税額の納入

普
通
徴
収
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
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第9回甲州富士川まつり第9回甲州富士川まつり
◇開 催 日　11 月 11 日（日）
◇時　　間　午前9時30分〜午後2時30分
◇場　　所　利根川公園スポーツ広場
◇総合司会　「ぴっかり高木といしいそうたろう」
※�駐車場は「キヤノンファインテックニスカ駐車場」「ますほ文化ホール」をご利用く
ださい。無料シャトルバスを運行します。

富士川町郷土料理　みみ（200円）

　大柳川渓谷がある「十谷地区」に伝わる郷土料理。小麦粉をこねて農具
の箕（み）の形にし、たくさんの野菜と田舎味噌で煮込みます。
　食材は、（株）はくばく様、加賀美しめじ園様、望月きのこ園様よりご提
供いただいています。

出展内容
◆ステージ
　中国雑技＆アクロバットショー・よさ
こい・和太鼓演奏・ダンスなど
◆ボロ電コーナー
◆富士川町区模擬店
　各地区個性豊かな出店
◆富士川市場
　商工会員によるお祭りらしい模擬店が
たくさん並びます
◆ふるさと自然塾出張工作体験コーナー
　ストラップ作り（親子で参加できます）
◆熱気球搭乗コーナー（午前8時〜）
◆模擬店コーナー
◆農産物市場（町の農産物販売）
◆ふぁふぁ遊具（1回100円）
◆クラシックカー展示コーナー

●お問い合わせ
　甲州富士川まつり実行委員会
　　（産業振興課内）
　☎22−7202または☎22−1111（代）

同時開催 !! 富士川町国際交流協会
第23回ワールドグルメプラザ
〜世界の『食』を通じて交流しよう〜

　　　【会場】ますほ児童センター前
　　　【お問い合わせ】
　　　　富士川町国際交流協会（事務局）
　　　　☎22−7216

JAまつり
【会場】利根川公園駐車場
【お問い合わせ】
　�ふじかわ農協北部営農生活
センター　☎22−3147

第9回富士川町駅伝大会
平林運動場前
午前8時50分スタート
【お問い合わせ】
　教育委員会　☎22−5361
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◆のんびり歩こう　もみじの里ウォークラリー
・参加受付時間：午前8時30分〜10時30分
・受付場所：大柳川やすらぎ水辺公園（事前申し込みは不要です）
・コース：9km、6km
◆青空市場（雨天中止）
・地元で採れた農産物、郷土料理「みみ」などを販売します。
◆郷土料理「みみ」コーナー
・�「福をすくう」という縁起の良い郷土料理「みみ」を300円でご
提供します。
◆ますつり大会（小雨決行）
・参加料：大人1,000円（中学生以下無料）
　※釣具、えさは持参してください。

◇開催日　11 月 18 日（日）
◇時　間　午前8時30分〜午後3時　※予定
◇会　場　大柳川やすらぎ水辺公園

◇開催日　11 月 18 日（日）
◇時　間　午前10時〜午後2時30分
　　　　　※予定
◇場　所　小室山妙法寺境内

◆イベント
・ゆずの販売
・ゆずのピラミッド数当てクイズ
・名物ゆず餅（つきたて）
・ゆず湯のサービス
・ゆず狩り体験
・餅投げ
・よさこい踊り

●お問い合わせ　産業振興課　観光振興担当　☎22−7202

◇開催日　11 月 25 日（日）
◇時　間　午前10時〜午後2時
　　　　　※予定
◇場　所　平林交流の里みさき耕舎

◆イベント
・新鮮な「みさき大根」収穫祭
・氷室神社神楽会によるかぐらの舞
・当たり券付もちまき大会

第21回富士川町大柳川やすらぎの里

もみじ祭り

ゆずの里まつり 氷室の郷
ふれあいまつり

第21回富士川町大柳川やすらぎの里

もみじ祭り

臨時バスを運行します
【行き】 【帰り】
8：00 本 庁 舎 14：30
↓ ↑
8：10 旧 分 庁 舎 14：20
↓ ↑
8：20 中部住宅前 14：10
↓ ↑
8：30 会 場 14：00

ゆずの里まつり 氷室の郷
ふれあいまつり
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認
知
症
の
方
が
地
域
の
中
で
安

心・安
全
に
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

出
掛
け
た
後
、
自
宅
な
ど
に
戻
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
、
早
期
発

見
・
保
護
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
徘

徊
す
る
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
な
ど

の
支
援
と
し
て
、「
認
知
症
高
齢
者
等

徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設

置
し
、
対
象
と
な
る
方
に
登
録
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
に
加
え
、
高
齢
者

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
迅
速
な

対
応
や
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
、「
認

知
症
高
齢
者
等
G
P
S
機
器
購
入
等

補
助
金
交
付
事
業
」
と
「
認
知
症
高

齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
認
知
症
高
齢
者

な
ど
の
事
故
防
止
、
家
族
な
ど
が
安

心
し
て
介
護
で
き
る
環
境
整
備
の
た

め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
の
事
業
も
事
前
申
請
に
な

り
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
方
、
事
業

内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
認
知
症
高
齢
者
等
G
P
S
機
器
購

入
等
補
助
金
交
付
事
業
】

　
G
P
S
機
器
に
よ
り
、
徘
徊
時
に

位
置
情
報
が
わ
か
り
発
見
に
つ
な
が

り
ま
す
。

・
利
用
開
始
時
の
初
期
費
用
を
一
部

補
助
（
上
限
1
0
，0
0
0
円
）。

【
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル

交
付
事
業
】

〈
見
守
り
シ
ー
ル
〉

・
対
象
と
な
る
方
に
Q
R
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ル
を
40
枚

セ
ッ
ト
（
耐
洗
ラ
ベ
ル
30
枚
、
蓄
光

シ
ー
ル
10
枚
）
で
無
料
配
布
。

〈
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
〉

①
シ
ー
ル
に
印
字
さ
れ
て
い
る
Q
R

コ
ー
ド
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
る
と
伝
言
板
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

②
メ
ー
ル
に
よ
り
、
直
接
家
族
と
や

り
取
り
が
で
き
、
早
期
に
身
元
の
確

認
が
で
き
ま
す
。

〈
見
守
り
シ
ー
ル
を
付
け
た
人
に
は

手
助
け
が
必
要
で
す
〉

　
見
守
り
シ
ー
ル
の
Q
R
コ
ー
ド
の

読
み
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー

ル
が
家
族
な
ど
に
送
信
さ
れ
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
穏
や
か
な
口
調
で
話

し
掛
け
、
気
が
か
り
な
言
動
が
あ
る

と
き
に
は
警
察
へ
、
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
と
き
に
は
消
防
署
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
一
人
で
対
応
が
で
き
な
い
と

き
に
は
、
周
り
の
人
に
助
け
を
求
め

ま
し
ょ
う
。

〈
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
声
掛
け
を
！
〉

・
夜
中
や
早
朝
に
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て

い
る
。

・
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い

る
。

・
身
な
り
や
履
物
が
ち
ぐ
は
ぐ
な

ど
、
不
自
然
な
様
子
が
見
ら
れ
る
な

ど
。

　
10
月
5
日
（
金
）
に
、
認
知
症
高

齢
者
声
掛
け
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
住
民
の
方
や
徘
徊
S
O
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
機
関
の
方
な

ど
約
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
徘
徊
を
し
て
い
る
方

へ
の
声
の
掛
け
方
を
学
び
、
そ
の
後

実
際
に
町
内
を
歩
き
、
徘
徊
者
役
に

声
を
掛
け
る
模
擬
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

徘
徊
者
役
の
方
に
は
、
見
守
り

シ
ー
ル
と
G
P
S
機
器
を
つ
け
て
い

た
だ
き
、
訓
練
参
加
者
は
見
守
り

シ
ー
ル
の
読
み
取
り
や
G
P
S
の
動

き
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
研

修
を
通
し
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

認
知
症
高
齢
者
等
の

見
守
り
事
業

▲GPS機器
（写真は一例）

▲見守りシール（原寸大）

4.5cm

2
・
5
cm

▲研修「捜索にあたって心がけること」
講師：鰍沢警察署刑事生活安全課長　小林誠志氏

▲徘徊者役への声掛け訓練

参
加
者
の
感
想
（
一
部
抜
粋
）

・
知
ら
な
い
人
へ
声
を
掛
け
る
の

は
不
安
が
あ
る
が
、
体
験
す
る
こ

と
で
勉
強
に
な
っ
た
。

・
見
守
り
シ
ー
ル
の
機
能
は
と
て

も
良
い
と
思
っ
た
。
普
及
さ
せ
て

い
き
た
い
。

・
警
察
の
話
で
保
護
者（
不
明
者
）

が
富
士
川
町
に
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
に
驚
い
た
。

認
知
症
高
齢
者

声
掛
け
訓
練
の
実
施
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リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
っ
て

目
指
そ
う
！
　
ご
み
0
イ
ベ
ン
ト

　
多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
出
ま
す
。

し
か
し
、「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
で

出
る
ご
み
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
リ
ユ
ー
ス
食
器
と
は
】

　
使
い
捨
て
容
器
で
は
な
く
、
洗

う
こ
と
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
使
う

こ
と
が
で
き
る
食
器
の
こ
と
。

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
に
よ
る

C
o
2
の
削
減
な
ど
を
目
的
に
、
各

種
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た
リ

ユ
ー
ス
食
器
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
7
月
か
ら
町
内
事
業
所

に
協
賛
を
い
た
だ
き
、
町
内
で
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用
料
が
無
料
に
な

り
ま
し
た
。
積
極
的
に
利
用
し
て
、

ご
み
が
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

◇
補
助
対
象

　
町
内
の
自
治
会
・
町
内
会
・
商
店

会
・
N
P
O
・
そ
の
ほ
か
町
長
が
認

め
る
団
体
（
以
下
「
団
体
」）
が
富
士

川
町
内
で
実
施
す
る
事
業

※
た
だ
し
、
未
使
用
の
リ
ユ
ー
ス
食

器
に
か
か
る
費
用
お
よ
び
主
催
者
の

過
失
に
よ
る
紛
失
や
破
損
に
よ
る
弁

償
額
は
、補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
利
用
手
順

※
カ
ッ
コ
内
は
手
続
き
を
行
う
者

①
補
助
金
の
交
付
申
請
（
団
体
）

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ
ル
事
業

を
行
っ
て
い
る
「
N
P
O
法
人
ス

ペ
ー
ス
ふ
う
（
天
神
中
條
1
7
7
）」

に
行
き
、
交
付
の
申
請
。

②
内
容
の
審
査
・
決
定
通
知
（
町
）

　
申
請
内
容
の
審
査
後
、
補
助
金
交

付
の
適
否
を
決
定
し
、団
体
に
通
知
。

③
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
団
体
）

④
実
績
報
告
書
な
ど
を
提
出（
団
体
）

　
「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
」に
次
の
書
類
を

提
出
。

・
実
績
報
告
書
兼
請
求
書

・
補
助
金
代
理
受
領
承
諾
書

⑤
補
助
金
確
定
通
知
書
送
付
（
町
）

　
補
助
金
確
定
通
知
書
を
団
体
に
発

送
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
っ
て

目
指
そ
う
！
　
ご
み
0ゼ

ロ
イ
ベ
ン
ト

＝
＝
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
＝
＝

▲ 5月 20 日に開催した「首都圏富士川会総会・懇親会」
でもリユース食器を使用

食器の種類や大きさ
もさまざまです。
積極的に利用しま
しょう！
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Information

利根川公園　町民体育館が閉館します
　リニア中央新幹線工事に伴い、町民体育館を解体す
るため、12月をもって閉館します。ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いします。今後につきましては、
町内小中学校体育館などをご利用ください。
　長年ご利用いただき、ありがとうございました。

◇閉鎖する施設
　�町民体育館（アリーナ・サブアリーナ・会議室）、ス
ポーツ広場
◇閉鎖日　12月27日（木）
※12月28日（金）から利用できません。

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361

町営住宅入居者募集（ 1 戸）

団地名 募集戸数 建設年度 構　造 家賃（月額） 備　考

梅林第3 1戸（3F） H6 中耐4階建 20,800〜30,900円 3DK・82.6㎡

◆入居募集締切　11月12日（月）　午後5時

◇�申込書および申し込みの案内は都市整備課（役場東
別館分館2階）に備え付けてあります。
◇�申込時には、用意していただく書類が多数あります
ので、ご注意ください。
◇所得の上限などいくつかの資格要件があります。
◇�応募者多数の場合は、選考および抽選のうえ入居者
を決定します。
◇�募集期間内に応募がない場合は、以降随時募集とな
ります。

※上記のほか、随時募集している町営・町有団地があ
りますので、入居を希望される方はお問い合わせくだ
さい。

●お申し込み・お問い合わせ
　都市整備課　住宅担当　☎22−7214

まほらの湯　臨時休業のお知らせ
　まほらの湯は、施設改修工事のため、次の期間臨時
休業となります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

◇臨時休業期間　11月12日（月）〜30日（金）

●お問い合わせ
　産業振興課　観光振興担当　☎22−7202

病児・病後児保育施設
「空き状況」について

　県では、「やまなし子育てネット」に、病児・病後児
保育施設を紹介するページを創設しました。
　県内各施設の情報や「空き状況」をリアルタイムで
ご確認いただけます。施設をご利用される際に、ご活
用ください。

●お問い合わせ
　子育て支援課　児童保育担当　☎22−7221

冬の Eye 愛ひとみ相談会
　お子さまの見え方について不安を感じている方、成
人されてから目に障がいを持ち悩んでいる方、視覚に
課題がある児童生徒を指導されている先生など、見え
方や目のことでお悩みの方はお気軽にご相談ください。

◇日　　時� 12月8日（土）、9日（日）
� 午前10時〜午後3時
� （1件につき1時間）
◇場　　所� 県立盲学校（甲府市下飯田2−10−2）
◇内　　容� �見え方や目のことについて全般。主に支

援、教育、学習、進路についての相談。
◇対　　象� �乳幼児から成人まで。本人、保護者、支

援者などどなたでも可。
◇参 加 料� 無料
◇申込方法� �12月6日（木）までに、盲学校へ電話に

てお申し込みください。
※受付時間は、平日午前9時から午後5時まで。

●お申し込み・お問い合わせ
　県立盲学校　☎055−226−3361

お知らせ
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8
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

8/5 第12回福寿荘きらきら　きらきら夏まつり 420 320 24.64 1.8
8/8 穂積支部　おやこ料理教室 120 90 6.93 0.5
8/13 鰍沢ふるさと夏まつり 400 400 30.80 2.2
8/14 大椚区　納涼夏祭り 1510 1060 81.62 5.8
〃 青柳5丁目ふれあい納涼祭り 1070 1070 82.39 5.9
8/16 北原組納涼大会 1300 1300 100.10 7.2
8/18 ますほジュニアクワイアロビーコンサート2018 309 259 19.94 1.4
8/25 鰍沢デイサービスセンター夏祭り 400 240 18.48 1.3

合計 5,529 4,739 364.90 26

「食生活改善推進員」養成講座開催
　食生活改善推進員（通称・食改さん）は、「食」につ
いての学習と調理実習などを行い、ご自身やご家族だ
けではなく、地域の健康づくりのため地区や学校など
に出向き、学んだことを地域に伝えます。育児中の方、
男性も大歓迎です。養成講座開催日には託児をします
ので、育児中の方も安心してご参加ください。

◇実施期間� �11月16日（金）〜12月18日（火）の
間で、9日間開催。

� ※5日以上参加することが必須
◇日　　程

日にち 時　　　間 内　　容

1回目 11月16日（金） 午前9時〜午後4時30分 開講式、講義

2回目 11月17日（土） 午前9時30分〜11時30分 調理

3回目 11月22日（木） 午前10時〜11時30分 講義

4回目 11月26日（月） 午前9時30分〜午後3時 講義

5回目 11月28日（水） 午前10時〜正午 調理、講義

6回目 11月29日（木） 午前10時〜午後1時 調理

7回目 12月� 1日（土） 午前9時〜正午 講義

8回目 12月12日（水） 午前9時30分〜午後2時30分 講義、実技

9回目 12月18日（火） 午前9時〜午後1時30分 調理、閉講式

◇受講認定条件
　①1・4・8・9回目は、参加必須
　②2・5・6回目のうち、どれか一つ以上に参加必須
　③3・7回目は、自由参加
◇定　　員� 10人
◇申込締切� 11月12日（月）

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22−7207

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

「未来へと　命を繋
つな

ぐ　1
いちはやく

89」
児童虐待防止推進月間

　子どもの虐待に関する相談対応件数は、依然として
増加傾向にあります。毎年11月を「児童虐待防止推
進月間」とし、社会的関心の喚起を図るため、全国で
啓発活動を展開しています。

◇児童虐待とは…
・「身体的虐待」
　�殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、おぼれさせるなど。
・「性的虐待」
　�子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にするなど。
・「ネグレクト（養育の放棄・怠慢）」
　�乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひ
どく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れていかないなど。
・「心理的虐待」
　�言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱
い、子どもの前で家族に対して暴力をふるう（ドメ
スティックバイオレンス）など。

◇迷ったら関係機関に相談してください
　身近に心配な子ども、親子
はいませんか？　虐待の現場
を直接見ていなくても「おか
しいな」と気になることがあ
れば、まずはご相談ください。
　相談、通告は匿名でよく、
秘密は厳守しますので安心し
てご相談ください。

●お問い合わせ
・子育て支援課　☎22−7221
・中央児童相談所　☎055−254−8617
　（休日・夜間緊急時）☎055−254−8620
・児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いちはやく）
　※3ダイヤルとも夜間、休日も対応します。

お待ちして
います！
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文化講演会
　テレビでおなじみ！　日本語研究の第一人者であ
る、県立図書館長・金田一秀穂氏が日本語の楽しさを
分かりやすく語ります。

◇日時　11月17日（土）
　　　　午後2時
◇場所　ますほ文化ホール
◇講師　金田一秀穂氏
　　　　（県立図書館長）
◇演題　「心地よい言葉」
◇入場無料

●お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当
　☎22−5361

峡南地域看護職就職説明会
　子育てや介護などで看護の仕事から離れていた方
も、もう一度資格を活かして働いてみませんか？

◇日時　11月20日（火）午前11時〜午後3時
　　　　（受付は午後2時30分まで）
◇場所　道の駅富士川　2階水防対策室
◇内容　�病院や福祉関係機関ごとに就業に向けた個別

相談（託児コーナーあり）

●お問い合わせ
　峡南保健福祉事務所（峡南保健所）
　☎22−8155

介護就職デイ
（福祉関係就職相談会）開催
　ハローワーク鰍沢では、介護の仕事で就職希望の方
を対象に就職相談会を開催します。当日は介護関係事
業所が25社程度参加予定です。
　参加料は無料で、予約も不要です。面接を希望する
方は、必要部数の履歴書をお持ちください。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

◇日時　11月8日（木）　午後2時〜4時
◇場所　ベルクラシック甲府　3階

●お問い合わせ
　ハローワーク鰍沢　☎22−8689

シルバー人材センター講習会
【毛筆筆耕講習会】賞状への名前書きなどを学びます。
◇日　　時� 平成31年1月21日（月）
� 午前9時〜午後1時
� 平成31年1月22日（火）、23日（水）
� 午後1時〜5時
◇場　　所� 昭和町総合会館
◇定　　員� 15人
◇受講要件� シルバー就業を希望する60歳以上の方
� �（事前にシルバー人材センターへの登録

が必要です）
◇締め切り� 12月21日（金）

●お申し込み・お問い合わせ
　県シルバー人材センター連合会
　☎055−228−8383

11 月は「労働保険適用促進強化期間」
　労働保険とは、「雇用保険」と「労災保険」を総称し
たもので、労働者を一人でも雇用している事業主の方
は、法人・個人を問わず、原則として加入が義務付け
られています。
　労働保険の加入手続きがお済みでない事業主の方
は、早急に手続きをお願いします。

●お問い合わせ
　ハローワーク鰍沢　☎22−8689
　鰍沢労働基準監督署　☎22−3181

▲金田一秀穂氏
（撮影／タカオカ邦彦氏）

第 9回
富士川町民文化祭文化展
　日ごろから取り組んでいる活動の成果を発表し
ます。ぜひ、ご観覧ください。

【文化展】
◇日　　時� 11月17日（土）〜19日（月）
� 午前9時〜午後7時
� ※19日は午後3時まで。
◇場　　所� 町民会館
◇展示内容� �文芸・写真・書道・絵画・陶芸・生

け花・絵手紙・児童生徒作品など
【茶　席】
◇日　　時� 11月17日（土）・18日（日）
� 午前10時〜午後3時
◇場　　所� 町民会館　和室

●お問い合わせ
　町文化協会（教育委員会内）　☎22−5361
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◇日　　時� 11月25日（日）　午前8時30分　※予備日　12月2日（日）
◇場　　所� 利根川公園テニスコートほか
◇種　　目� 男子シングルス　A、Bクラス
� 女子ダブルス　A、Bクラス
� 壮年ダブルス（性別不問、年齢55歳以上）
� 6ゲームマッチ（セミアドバンテージ方式）　※参加者により変更があります。
◇参加資格� 町内在住・在勤者、利根川・大法師テニスコート利用者
◇参 加 料� シングルス1,000円　ダブルス1,500円（参加賞あり）
◇申込方法� �所定の参加申込書に記入のうえ、11月15日（木）午後5時までに、参加料を添えてお申し込

みください。
� ※参加申込書は、町体育協会事務局にあります。
◇そ の 他�《男子クラスの目安》
� 　Aクラス　県大会（C級以上）で活躍している方または同等の力のある方
� 　Bクラス　県大会（C級以上）で未勝利または未出場の方

●お申し込み・お問い合わせ　町体育協会事務局（教育委員会内）　☎22−5361

◇日　　時� 12月2日（日）　午前8時30分
◇場　　所� 町民体育館
◇参加資格� 町内在住・在勤・在学の方
� ファミリーの部は、小学生以下2人、中学生以上2人。フリーの部は、中学生以上。
◇チーム編成� 1チーム4人以上。男女の制限は設けません。
◇試合方法� 参加チーム数により、リーグ戦またはリンク戦方式
◇参 加 料� 1チーム1,000円（小・中・高校生のチームは無料）
� ※参加料は、代表者会議にお持ちください。
◇代表者会議　11月28日（水）　午後8時
� 町民体育館会議室
◇申込締切� 11月24日（土）

●お申し込み・お問い合わせ　体協バレーボール部長　小林　☎090−8508−4773　FAX�22−3817

　透明カップとバルーンを組み合わせた作品およびフィルムバルーンアレンジを作ります。
プレゼントやお部屋の飾りにいかがですか。親子での参加も大歓迎です。みんなで楽しみましょう！

◇日　　時� 12月8日（土）　午前10時〜正午
◇場　　所� 町民会館　学習室
◇定　　員� 15人　※先着順　（小学2年生以下は保護者同伴）
◇参 加 費� 500円（当日徴収）
◇講　　師� バルーン『風』の皆さん
◇持 ち 物� はさみ
◇申込締切� 11月30日（金）
※電話または教育委員会へ直接お申し込みください。

●お申し込み・お問い合わせ　生涯学習課　社会教育担当　☎22−5361

第 7回　ソフトバレーボールフェスティバル

第 9 回　富士川町テニス大会第 9 回　富士川町テニス大会

バルーンギフトを作ろう！

第 7回　ソフトバレーボールフェスティバル

▲バルーンアレンジ

▲カップバルーン

☆この
作品を作るよ !
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地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
、
町
長
を
交
え
区
の
皆
さ
ん
と

共
に
話
し
合
う
、
協
働
会
議
を
各
地

区
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
昨
年
各
区
で
開

催
し
た
「
寄
り
合
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
に
お
い
て
出
さ
れ
た
地
域
の
課

題
や
解
決
策
に
対
し
、「
地
域
で
解
決

す
る
こ
と
」「
地
域
と
行
政
が
協
働
で

解
決
す
る
こ
と
」「
行
政
が
解
決
す
る

こ
と
」に
分
け
、行
政
と
地
域
が“
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
め
る
こ
と
”
や
“
共

に
取
り
組
め
る
こ
と
”
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　
9
月
12
日
（
水
）
に
は
最
勝
寺
区

に
お
い
て
開
催
し
、
町
長
と
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
各
区
の
開
催
日
は
、
地
区
の
回
覧

や
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

　
保
育
所
で
は
、
毎
日
の
食
事
を
通

し
て
「
食
の
大
切
さ
」
を
教
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
園
庭
の
畑
で
の
野
菜

栽
培
、
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
子
ど
も
た

ち
が
年
齢
に
応
じ
て
食
と
関
わ
る
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
材
や
遊
び

の
中
か
ら
も
食
を
営
む
力
を
育
ん
で

い
ま
す
。

★
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て

　
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
が
野
菜
を
育

て
て
収
穫
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
J
A
ふ
じ
か
わ
の
職
員
の
方
か
ら

野
菜
の
種
類
や
植
え
方
、
育
て
方
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
な
す
な
ど
の
苗

を
植
え
、
水
や
り
や
草
取
り
を
し
て

大
事
に
育
て
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野

菜
は
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
、
調
理
員

さ
ん
に
調
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
自
然
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
豊
か
な

感
性
の
育
成
と
、
育
て
る
実
感
か
ら

感
謝
し
て
食
べ
る
こ
と
や
野
菜
の
好

き
嫌
い
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

★
教
材
を
使
っ
て

　
子
ど
も
た
ち
は
、紙
芝
居
や
絵
本
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
か
ら
も
食

習
慣
を
身
に
つ
け
た
り
、
食
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。
食
べ

物
を
取
り
入
れ
た
手
遊
び
や
体
操
は

大
好
き
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
育
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
食
育
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
お
帰
り
の
会
で
は
、
翌
日

の
献
立
を
確
認
し
ま
す
。「
た
べ
も
の

れ
っ
し
ゃ
」
の
ボ
ー
ド
に
、
食
材
の

イ
ラ
ス
ト
を「
あ
か
の
な
か
ま
」「
き

い
ろ
の
な
か
ま
」「
み
ど
り
の
な
か

ま
」
に
分
類
し
て
貼
り
ま
す
。
食
物

と
体
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
「
食
」
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

★
家
庭
と
の
連
携
を
は
か
る
た
め
に

　
保
育
所
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
か
を
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
、
給
食

試
食
会
の
実
施
、
給
食
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
は
「
年

間
・
子
ど
も
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
集
」

を
保
護
者
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
食
事
が
保
育
所
保
育
の
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育

所
の
特
性
を
生
か
し
た
食
育
活
動
の

実
践
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

第3保育所
☎22−0384

「
協
働
会
議
」が

始
ま
り
ま
し
た

「
協
働
会
議
」が

始
ま
り
ま
し
た

地域
行政

▲地域の課題についてまとめたものを、
担当職員が説明

▲参加者からは地域の現状などが伝え
られました

▲なすの苗植え
「大きななすになあれ！」

▲えのきは
「みどりのなかま」

皆さんの意見
をお聞かせく
ださい！

た
の
し
く 

た
べ
よ
う
！
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クリスマス恋活開催！

［9月分］

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町民交流広場整備工事 鰍 沢 148,000,000 山梨ガーデン・鶴田組建設共同企業体
東川配水管橋梁添架実施設計業務委託 青 柳 町 2,500,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所
富士川町林地台帳作成業務委託 富 士 川 町 4,640,000 ㈱パスコ　山梨支店
公共下水道管渠清掃・テレビ調査業務委託 富 士 川 町 5,180,000 クリーンヘルス㈱
第 1水源試掘調査業務委託 最 勝 寺 5,500,000 ㈱萩原ボーリング
町営西之入団地　住宅解体工事 最 勝 寺 2,762,000 ㈲峡南環境サービス
高区送水管布設工事 最 勝 寺 1,790,000 ㈲ 長 澤 水 道
町道小林 1号線配水管布設工事 小 林 6,100,000 高 橋 商 事 ㈲
町道𣇃米小林 5号線舗装打換工事 小 林 4,050,000 ㈱ 輪 田 道 路
下水道工事に伴う舗装復旧工事 最 勝 寺 14,950,000 日 東 建 設 ㈱
町道天戸線道路改良工事 鰍 沢 8,650,000 ㈱ フ カ サ ワ
まほらの湯源泉槽改修工事 長 澤 4,150,000 日 経 工 業 ㈱
町民交流広場倉庫設置に伴う既存書庫移設工事 鰍 沢 7,880,000 ㈲ 一 之 瀬 工 務 店

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

クリスマス恋活開催！
　クリスマス直前、簡単なケーキのデコレーションと一品料理作りを共同で作業しながら、素
敵な出会いを見つけませんか？

♡日　　時　11月25日（日）　午後3時〜7時（受付：午後2時45分〜）
♡場　　所　南アルプス市市民活動センター（南アルプス市小笠原572−9）
♡募集人数　独身男女各20人程度
※応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。抽選結果については、11月23日前後にご連絡します。
♡参 加 費（ケーキ・料理・ドリンク付き）
　町内および身延町・市川三郷町・早川町在住者（カッコ内は左記以外の方）
　【男性】4,000円（6,000円）　　【女性】1,000円（2,000円）
♡持 ち 物　必要な方はエプロン
♡申込方法　メールにて次のとおり、お申し込みください。
　〈件　名〉「クリスマス恋活申込」
　〈本　文〉①氏名　②生年月日　③お住まいの市町村　④携帯電話番号　⑤メールアドレス
　〈送信先〉山梨恋活コミュニティ　wincere2013@gmail.com
♡申込締切　11月22日（木）

　空き家をお持ちの方のお悩みに、各種専門家が無
料でアドバイスします。
◇日　時　11月4日（日）午後1時
◇場　所　身延町総合文化会館
　　　　　（身延町波木井407）
●予約申し込み・お問い合わせ
　県宅地建物取引業協会　☎055−243−4300

～
当
日
の
流
れ
～

午後 3時 00分　スタート！
　　3時 15分　1対 1自己紹介タイム
　　4時 15分　いいね投票
　　4時 25分　グループ決め＆ケーキ作り
　　5時 00分　ケーキ投票＆一品料理作り
　　5時 45分　食事スタート　※席替えあり
　　6時 45分　好印象チェック、片付けなど
　　7時 00分　終了予定

●お問い合わせ
　山梨恋活コミュニティ　☎090−4597−9915
　政策秘書課　秘書担当　☎22−7216

空き家セミナー＆無料相談会

20 ～ 30 代中心

オール山梨
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今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
、
過
労
死
な
ど
の
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か

で
、
働
き
方
の
見
直
し
が
必
須
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
、「
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
ニ
ス
カ

株
式
会
社
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
機

会
を
設
け
、
学
習
し
ま
し
た
。

　
労
働
の
効
率
化
を
進
め
、
残
業
し

て
長
時
間
働
く
の
で
は
な
く
、
労
働

生
産
性
を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

「
フ
ラ
ッ
ト
な
社
風
で
、

働
き
や
す
い
環
境
を
」

・
社
内
で
は
役
職
で
呼
ば
な
い

→
○
○
さ
ん

・
若
手
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
任

せ
て
も
ら
え
る

・
休
暇
制
度
の
活
用

→
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
、
フ
リ
ー
バ

カ
ン
ス
休
暇　
な
ど

「
男
女
問
わ
ず
働
き
や
す
い

職
場
風
土
づ
く
り
」

・
女
性
に
よ
る
推
進
チ
ー
ム
を
設

け
、
①
管
理
職
の
意
識
改
革　
②
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成　
③
働

き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み　
を
三
本

柱
に
掲
げ
、
社
員
か
ら
の
意
見
を
経

営
幹
部
へ
報
告
し
施
策
を
実
施

・
管
理
職
を
対
象
と
し
た
言
動
に
対

す
る
「
気
づ
き
シ
ー
ト
」
の
導
入
や

講
演
会
開
催
お
よ
び
参
加

・「
短
時
間
勤
務
者
だ
け
の
製
造
グ

ル
ー
プ
」
を
導
入
し
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備　
な
ど

　
風
土
づ
く
り
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ

の
強
い
意
志
と
理
解
が
必
要
で
す
。

社
員
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
熱
性
け
い
れ
ん
」は
生
後
6
か
月

か
ら
5
歳
前
後
の
子
ど
も
に
発
熱
に

伴
い
生
じ
る
、
明
ら
か
に
原
因
と
な

る
疾
患
が
な
い
発
作
性
疾
患
（
け
い

れ
ん
な
ど
）
で
す
。
日
本
人
で
は
、

約
10
人
に
1
人
に
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
決
し
て
珍
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
般
的
に
は
手
足
を
つ
っ
ぱ
っ
た

り
ガ
ク
ガ
ク
す
る
、
白
目
を
む
く
、

泡
を
ふ
く
、
顔
色
や
唇
の
色
が
悪
く

な
る
、
嘔
吐
す
る
な
ど
の
症
状
が
見

ら
れ
ま
す
。
大
抵
は
5
分
以
内
で
治

ま
り
、
そ
の
後
は
顔
色
や
意
識
な
ど

も
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
典
型
的
な
熱
性
け
い
れ
ん
の
経
過

で
あ
れ
ば
、
緊
急
で
検
査
や
治
療
を

す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
典
型
的
な
経
過
で
は

な
い
場
合
、
脳
炎
や
脳
症
、
髄
膜
炎

と
い
っ
た
重
症
な
病
気
が
隠
れ
て
い

な
い
か
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
初
め
て
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

場
合
、
普
段
と
異
な
る
け
い
れ
ん
の

と
き
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
け
い
れ
ん
の
対
処
】

　
子
ど
も
の
け
い
れ
ん
を
目
の
当
た

り
に
し
た
保
護
者
は
強
い
不
安
を
感

じ
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
け
い
れ
ん
発
作
自

体
が
命
に
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
、
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
い
い
の
か

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
な
場
所
に
移
動
し
、
周
り
に

あ
る
危
険
な
も
の
を
取
り
払
う

　
道
路
や
浴
槽
な
ど
で
け
い
れ
ん
し

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
安
全

な
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
平
坦
な
場
所
に
横
向
き
に
寝
か
せ

る
　
吐
い
た
も
の
で
窒
息
し
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
た
め
、
横
向
き
に
寝
か

せ
て
誤ご

嚥え
ん
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
舌
を

噛
み
切
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
口
の
中
に
手
や
タ
オ
ル
な
ど

の
異
物
を
入
れ
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
衣
服
を
緩
め
て
、
楽
に
す
る

　
呼
吸
が
し
や
す
い
よ
う
に
衣
服
を

緩
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

④
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
・
様
子
を

観
察
す
る

　
け
い
れ
ん
が
始
ま
っ
た
ら
、
ど
の

く
ら
い
の
時
間
続
い
て
い
る
の
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
発
作
の
様

子
も
よ
く
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
け
い
れ
ん
が
始
ま
っ
て
5
分
程
度

経
過
し
て
も
治
ま
ら
な
い
と
き
は
救

急
車
を
呼
ぶ

　

長
時
間
け
い
れ
ん
が
続
く
場
合

は
、
け
い
れ
ん
を
止
め
る
薬
を
点
滴

で
注
射
し
て
治
療
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
5
分
経
っ
て
も
治
ま
る
様

子
が
な
い
と
き
は
、
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

【
熱
性
け
い
れ
ん
の
予
防
】

　
熱
性
け
い
れ
ん
は
約
30
％
で
再
発

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
が
1
度
き
り
し
か
経

験
し
ま
せ
ん
の
で
、
初
回
熱
性
け
い

れ
ん
の
後
に
発
熱
時
の
け
い
れ
ん
予

防
は
基
本
的
に
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は

発
熱
時
の
け
い
れ
ん
予
防
を
行
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
発
熱
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

医
師
と
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今月は富士川病院
小児科　村松明日香医
師が担当です

健
康
い
き
い
き
情
報

～
子
ど
も
に
よ
く
見
ら
れ
る

「
熱
性
け
い
れ
ん
」
と
は
～

だれもが働ける
職場づくりを！

富士川町
男女共同参画推進委員会

働
き
方
改
革
の
主
な
課
題

・
長
時
間
労
働

・
非
正
規
と
正
社
員
の
格
差

・
労
働
人
口
不
足
（
女
性
や
高
齢

者
の
就
労
促
進
）

取
り
組
み
内
容
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　地域に密着し、町民の安全安心のために、日々務めてくださっている
駐在所の職員にお話しを伺いました。

■駐在所のお仕事は他の係のお仕事と違いはありますか？
【横内警部補】仕事はもっぱら地域に根ざした活動が基本ですので、やり
がいを感じています。3年ほど前に希望し、夫婦で赴任しています。
【土屋巡査長】管内の各種行事を通して地域の皆さま方とふれあう機会が
多く、幅広い交流の中からいろいろなことを学ぶことができています。
■駐在所のお仕事で特に力を入れていることを教えてください
【横内警部補】つき米駐在所安全パトロール隊とともに、高齢者の振り込
め詐欺被害防止のための啓発活動を行っています。

【土屋巡査長】地域の安全安心のため、人の出入りや集まりやすい場所において、防犯や交通に関する
注意喚起をしています。
■ゆっくりお休みが取れないかと思いますが趣味などはありますか？
【横内警部補】ドライブと小旅行です。昔から急な休みが取れたときな
ども、不意に行く家族旅行が楽しみでした。
【土屋巡査長】登山です。近年の登山ブームを受け、管内の山にも登山
者が増えています。趣味と職務を兼ねて休みに山に登っています。
■富士川町ってどんな町？
【横内警部補】地域の皆さんの人柄が良く、警察にも理解を示してく
れ、協力的で、とても安心して住める町です。
【土屋巡査長】歴史のある地域で人の温かみを感じ、警察活動にも協力的で、感謝しています。

～地域に根ざし、安全を守っていきたい～

つき米駐在所　横内　久
ひさ

岳
たか
警部補（左）

青柳駐在所　　土屋　政
まさ

泰
やす
巡査長

ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

蕗
畑
の
中
に
咲
き
ゐ
る
露
草
の
花
の
藍
色
涼
し
げ
に
見
ゆ

	

保
坂　

公
恵

賑
は
ひ
し
孫
ら
夏
休
み
終
は
り
た
り
海
苔
茶
漬
け
な
る
独
り
の
昼
餉

	

矢
崎　

美
代

精
霊
馬
精
霊
牛
に
餅
と
ご
は
ん
背
負
は
せ
送
る
供く

う

華げ

を
添
へ
て

	

堀
之
内
と
し
子

【
川　

柳
】

ご
先
祖
の
血
と
汗
染
め
た
畔
に
立
つ	

志
村　

隆
子

病
む
夫
へ
眠
れ
ぬ
夜
は
言
わ
ず
お
く	

鮎
川　

弘
子

優
良
可
や
が
て
は
み
ん
な
同
じ
土	

大
森　

征
子

11月1日（木）～30日（金）

『飲酒・睡眠・休養について』

【放送時間】
　午前9時〜、午後9時〜

●お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当
　☎22−7216

健康いきいき情報

富士川CATV
（11ch）

▲横内久岳警部補

　
◀
土
屋
政
泰
巡
査
長
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　10月 2日から 6日にかけて町内の小学校と保育所で運動会が開催されました。
　子どもたちは、大勢の保護者や地域の皆さんが見守るなか、練習の成果を発揮して精一
杯演技し、一致団結して競い合いました。
　子どもたちに大きな声援と拍手が送られ、会場はたくさんの笑顔があふれていました。

10/2（火）

増穂小

10/6（土）

保育所

10/3（水）

鰍沢小

10/7（日）

増穂南小
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　10 月 10 日（水）、全
国地域安全運動の実施に
伴い、出発式がフォレス
トモール駐車場で開催さ
れ啓発活動と、鰍沢警察

署パトロールカーと青色
パトロールカーによる通
学路の巡回を実施しまし
た。

県体育祭りで 9 年連覇 !!

町民文化祭
 芸能フェスティバル

命の大切さを学ぶ

家庭の生ごみを減らそう！

地域安全運動出発式

青色パトロールカー運行講習会を実施

　9月15日から23日ま
で開催された、第 71 回
山梨県体育祭り町村の部
において、富士川町が男
女総合得点で111.5点を
獲得し、2位の昭和町に
29 点差の大差をつけて
優勝しました。

　10月 13日（土）、14日（日）第
9回芸能フェスティバルがますほ文
化ホールで開催され、音楽の部、舞
台芸能の部合せて32組の出演者が、

日ごろ
の練習
の成果を披露しました。
開会式では文化功労者の
表彰も行われました。

　9月 21日（金）、鰍
沢中学校で思春期体験
教室が行われました。
生徒たちは、妊婦さん
のお話しや疑似体験を
通し、出産の苦労と喜
びを学び、赤ちゃんと
触れ合うことで、命の
ぬくもりを感じました。

　9月28日（金）、
ますほ児童セン
ターのぴよぴよク
ラブにおいて、環
境教室を開催し、
食品ロス削減のた
めの「3きり運動」
やリサイクルを呼
びかけました。

　10 月 15 日（月）、
「青色パトロールカー」
の運行講習会が開催さ
れ、つき米駐在所安全
パトロール隊など約
25人が参加しました。
鰍沢警察署員の講義を
受け、パトロール実施
者証が交付されました。

老壮大学　防犯・交通安全の講座を開催
　9月 27日（木）
老荘大学9月講座
が開催されまし
た。鰍沢警察署と
県リニア交通局か
ら講師を招き、電
話詐欺や交通事故
の防止について学
びました。

夜間避難訓練を実施
　10月 5日（金）、県
地区防災計画作成・実
践支援事業のモデル地
区である鰍沢上北自主
防災会が、地震災害を
想定した夜間避難訓練
を実施しました。公民
館へ避難した区民は、
日ごろから災害に備え
ておくことの大切さを
再確認しました。
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX�22−8815
Mail��info@fbkh.jp

★ホームページをリニューアルしました！
〈URL〉http://masuho-bunka.jp

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア

ま
ほ
ら
の
森
2
0
1
8

〜
森
か
ら
の
贈
り
物
〜

　
文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
で
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
町
民
有
志
に

よ
る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
共
催
企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時　
11
月
3
日
（
土
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

★
プ
レ
イ
パ
ー
ク

・
お
ち
ば
プ
ー
ル

・
丸
太
を
歩
こ
う

・
木
っ
ぱ
！　
い
っ
ぱ
い
パ
ー
ク

・
森
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・
森
の
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
各
30
分
間
）

「
こ
ど
も
シ
ア
タ
ー
」（
朗
読
の
会
す

ず
ら
ん
）

　
①
午
前
10
時
30
分

　
②
正
午

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」（
バ
ル
ー
ン
風
）

　
①
午
前
11
時

　
②
午
後
0
時
30
分

「
歌
の
お
兄
さ
ん
」（
渡
辺
誠
さ
ん
）

　
①
午
前
11
時
30
分

　
②
午
後
1
時

★�

秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
同
時

開
催
！
）

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
書
評
合
戦

　
2
0
1
8
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
発
表
者

（
バ
ト
ラ
ー
）が
お
薦
め
し
た
い
本
を

持
ち
寄
り
、
集
ま
っ
た
観
覧
者
に
向

か
い
制
限
時
間
内
で
紹
介
し
た
後
、

観
覧
者
が
「
一
番
読
み
た
い
」
と
感

じ
た
本
に
投
票
し
て
、
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
（
チ
ャ
ン
プ
本
）
を
決
定
す
る
書

評
ゲ
ー
ム
で
す
。
人
（
バ
ト
ラ
ー
）

を
通
し
て
、
魅
力
あ
る
本
に
出
会
え

る
場
で
す
。

　
発
表
者
や
観
覧
者
の
皆
さ
ん
全
員

が
参
加
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

◇
開
催
日　
11
月
18
日
（
日
）

◇
時
間　
午
後
2
時

◇
場
所　
1
階
ロ
ビ
ー

◇
観
覧
料　
無
料（
バ
ト
ル
終
了
後
、

投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◇
出
場
発
表
者

・
ビ
ブ
リ
オ
体
験　
小
学
生
3
人

・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ラ
ー　
中
学
生
〜

大
人
5
人

感
動
、
生
き
が
い
づ
く
り

シ
ニ
ア
劇
団
演
劇
交
流
公
演

　
地
域
に
根
差
し
た
演
劇
活
動
を
し

て
い
る
2
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ

ア
劇
団
が
交
流
し
、
お
互
い
の
日
ご

ろ
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

◇
開
催
日　
11
月
25
日
（
日
）

◇
観
覧
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
）

※
入
場
整
理
券
は
文
化
ホ
ー
ル
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

◇
開
場
時
間　
午
後
1
時

◇
開
演
時
間

①
午
後
1
時
30
分

【
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座
】

「
囚
わ
れ
の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
」（
作
・

佐
藤
剛
史
、
演
出
・
清
野
知
之
）

②
午
後
2
時
45
分

【
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団
】

「
権
三
の
帰
宅
」―
我
が
身
の
死
に
場

所
（
作
、
演
出
・
水
木
亮
）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
31
年
4
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
11
月
1
日
（
木
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

「スタインウェイ」を弾こう♪
　ピアノの最高峰スタインウェイを弾
いてみませんか。

◇利用料　30分 1,080 円
◇対　象　小学生以上（小学生は
　　　　　保護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。

▲森のジャングルジム
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◆11月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・17日（土）　14：00　VS　横浜FC
・21日（水）　19：00　VS　鹿島アントラーズ（天皇杯）

お詫びと訂正
　広報ふじかわ 9月号裏表紙のアイドルステージ欄
中に誤りがありました。
（誤）樋口凛ちゃん→（正）樋口凜ちゃん
今月号で、再度掲載し、お詫び申し上げます。

『そらはあおくて』『もみじのてがみ』
『キツネの　はじめての　ふゆ』
『おばあちゃんのおくりもの』
『キラキラッとほしがかがやきました』など

『ちひろ美術館　全 12巻』
『ちひろの世界』
『戦火のなかの子どもたち』
『ちひろbox』『ちひろのアトリエ』
『ひさの星』『ちひろの詩』など

【映画化】
・原作『人魚の眠る家』東野圭吾著
　11月 16日（金）公開

11月 10日（土）
午前 10時 30分〜 11時
テーマ：『おいしい秋　みつけた』

読 書 週 間
『ピラミッドの怪物』福士俊哉著
★第 25回日本ホラー小説大賞受賞
『祭火小夜の後悔』秋竹サラダ著　

『雑
さい

賀
か

のいくさ姫』天野純希著　『前世は兎』吉村萬壱著
『戒名探偵　卒塔婆くん』高殿円著　『月』辺見庸著
『エリザベスの友達』村田喜代子著　など

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　内田强様（長澤）
　「亡妻　康江様のご遺志により町の振興のために」

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 藤本　留維	（る　い）	 女	 亮
	小　　　林	 秋山　丈翔	（たけと）	 男	 雅　斗
	 〃	 志村　彩夢	（あやめ）	 女	 憲　司
	 〃	 志村　栞那	（かんな）	 女	 〃
	 〃	 志村　陽莉	（ひまり）	 女	 〃
	 〃	 佐野　真啓	（まひろ）	 男	 伸　幸
	長　　　 	 望月　美玲	（みれい）	 女	 正　史
	 〃	 村松　知空	（し　あ）	 女	 知　也
	青　柳　町	 遠藤　伍輝	（いつき）	 男	 昌　宏
	 〃	 深 　奈央	（な　お）	 女	 雅　和
	 〃	 坂本ももみ		 女	 大二郎
	 〃	 井上　晴翔	（はるか）	 男	 太　一
	鰍　沢　北	 河住　颯真	（そうま）	 男	 恭　兵
	 〃	 保坂　　律	（り　つ）	 男	 直　樹
	鰍　沢　南	 深 　はな		 女	 雄　平
	 〃	 深 あさひ		 女	 〃

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	天 神 中 條	 長澤　俊一	 み　き	 （ 柴 田 ）
	青　柳　町	 大下　麗次	 ちなみ	 （ 齋 木 ）
	五　　　開	 樋口　文弥	 陽　菜	 （ 井 出 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 河澄美知子	 64	 渡邉彩子
	𣇃　　　米 加賀美信司	 90	 達　　也
	小　　　林	 小野　　實	 98	 ひ さ こ
	 〃	 深澤佐和子	 52	 学
	長　　　 	 岩松　留男	 69	 剛
	青　柳　町	 相澤　　武	 74	 博　　史
	 〃	 依田　春子	 99	 勲
	 〃	 西川　春男	 89	 裕
	鰍　沢　中	 樋口すみ江	 94	 功
	鰍　沢　南	 依田　嘉幸	 87	 正　　紀
	 〃	 樋口　藤子	 88	 石川哲夫
	 〃	 今村　昭子	 87	 佳　　正

ひとのうごき（10月 1日現在）
人　口	 15,309 人	 （− 16）
　男	 7,466 人	 （− 	 4）
　女	 7,843 人	 （− 12）
世　帯	 6,327 戸	 （− 11）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！

2018 年� 10/27 〜 11/9

（標語）ホッと一息　本と一息 Books
ブックス

生誕 100 年

えほん

新刊案内

おはなし会
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樋口　　凜
りん

ちゃん
（平成 28年 12月・小林）
父　潮さん・母　知世さん

石坂　日
ひ
彩
いろ

ちゃん
（平成 26年 4月・長澤）
父　慎さん・母　由美さん

石坂　紗
さ
菜
な

ちゃん
（平成 28年 4月・長澤）
父　慎さん・母　由美さん

　元気いっぱい、樋口家の姫♡
　たくさん笑って大きくなっ
てね！

　これからの成長が楽しみ♪
色々なことにチャレンジして
ね！

　これからもお姉ちゃんと仲
良く、たくさん笑って大きく
なってね！

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式 Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App�Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

望月　康
こう

平
へい

くん　6歳（鰍沢北）

　

工こ
う

作さ
く

で
「
お
子こ

様さ
ま

ラ
ン
チ
」
を
作つ
く

り

ま
し
た
。
う
ま
く
で
き
た
と
こ
ろ
は
、

折お

り
紙が
み

で
作つ
く

っ
た
コ
ッ
プ
で
す
。
お
皿さ
ら

の
模も

様よ
う

は
好す

き
な
絵え

を
描か

き
ま
し
た
。

　

コ
ッ
ク
帽ぼ
う

も
作つ
く

っ
た
よ
☆

富士川町 Facebook
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行
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